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2016.12 

2. ◯前田浩利 戸谷剛 ：総説「小

児がんの在宅緩和ケア」：『日本小児血

液・がん学会雑誌』53巻 5 号  2016 

3. ◯前田浩利 編集アドバイザー：

『0-100 在宅診療』 へるす出版 

2016 

4. ◯前田浩利，「初めて子どもの在宅

医療を始める医師や看護師の皆さん

へ」， 『0-100 在宅診療』2016 年 6

月号 Vol.1 No.6(P.491)，へるす出版，

2016 

5. ◯前田浩利 沖本由理，「脳腫瘍の

子どもの在宅ケア」， 『0-100 在宅診

療』2016 年 6月号 Vol.1 No.6 

(P.514-518)，へるす出版，2016 

6. ◯前田浩利，「小児在宅の対象；重

症心身障害児、超重症心身障害児、医

療的ケア児」，『0-100 在宅診療』2016

年 2 月号 Vol.1 No.2 (P.157-161)，へ

るす出版，2016 

7. ◯前田浩利，「序文「小児在宅医療

のエッセンス―必要な知識・技術から

緩和ケアまで―」，『0-100 在宅診療』

2016 年 2月号 Vol.1 No.2 (P.155)，

へるす出版，2016 

8. ◯前田浩利，「対象となる子どもの

特徴」，『0-100 在宅診療』2016 年 2月

号 Vol.1 No.2 (P.163-167) ，へるす

出版，2016 

9. ◯前田浩利，「緩和ケア」，『0-100 

在宅診療』2016 年 2 月号 Vol.1 No.2 

(P.245-249) ，へるす出版，2016 

10. 前田浩利，対談 「在宅医、人を、

子どもを、家族を、地域を支えるジェ

ネラリスト」，『0-100 在宅診療』2016

年 1 月号 Vol.1 No.1 (P.14-21)，へる

す出版，2016 

11. ◯前田浩利，「在宅療養支援診療医

の立場からみた現状と課題」，『小児科

臨床』2016 年 1 月号 Vol.69 

No.1(P.7-12)，日本小児医事出版社，

2016 

 

12. 編集：◯前田浩利、小児・重症児

者の訪問看護、中央法規出版、2015.09. 
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13. ◯前田浩利、福祉との連携、今日

の小児治療指針』 第 16 版.医学書院、

2015.09.930-931 

 

14. ◯前田浩利、在宅での看取り、今

日の小児治療指針』 第 16 版、医学書

院、2015.09.940 

15. ◯前田浩利、悪性腫瘍の緩和ケア、

重症心身障害児・者 診療・看護ケア

実践マニュアル、診断と治療社、

2014.12、223-225 

16. ◯前田浩利、その他の疾患の緩和

ケア、重症心身障害児・者 診療・看

護ケア実践マニュアル、診断と治療社、

2014.12、223-225 

17. ◯前田浩利、在宅医療Ｑ＆Ａ、じ

ほう、2015.8 

18. ◯前田浩利、他、【コラム】NICU

と在宅医療、テキスト肢体不自由教育

－子ども理解と教育実践、全国障害者

問題研究会、2014.06.44-46 

19. ◯前田浩利（企画協力）、とても大

切な人が がんになったときに開く本、

青海社.2014.06 

20. 長島史明、梶原厚子、◯前田浩利，

「小児在宅支援を担う看護師に対する

リハビリテーション研修の紹介～事

前・事後アンケート結果からみえた校

歌と課題～」，第 6回日本小児在宅医療

支援研究会．2016.09.03．大宮ソニッ

クシティ 

21. 梶原厚子、◯前田浩利，「熊本の災

害に学ぶための実態調査について」，第

6回日本小児在宅医療支援研究会．

2016.09.03．大宮ソニックシティ 

22. 田中総一郎、◯前田浩利、梶原厚

子，「災害時における多職種協働」，第

6回日本小児在宅医療支援研究会．

2016.09.03．大宮ソニックシティ 

23. ◯前田浩利、戸谷剛，「小児の在宅

緩和ケアの対象となる疾患の分析」，第

21 回日本緩和医療学会 2016.6.17. 

京都市 

24. ◯前田浩利，「小児在宅医療を支え

る医療技術とその課題」，第 18回日本

在宅医学会，2016.7.17，東京ビッグサ

イト 

25. ◯前田浩利，「在宅医療の現場から 

重症児者の地域包括ケア」，第 119 回日

本小児科学会 2016.5.15，（札幌市） 

26. ◯前田浩利，「在宅における子ども

の看取り」，第 52 回日本小児循環器学

会，2016.7.7，（東京） 

27. 法的背景を得た小児在宅

医療の今・未来」（講演）【2018 年

9 月 6 日、「第 16 回 日本臨床医療

福祉学会」（東京、国立オリンピッ

ク記念青少年総合センター）】 

28. 「在宅における小児の 

end-of-life care 支援」（講演）

【2018 年 9 月 29 日「第８回 日本

小児在宅医療支援研究会」（兵庫県、

神戸市国際会議場）】 

29. 「「医療的ケア児支援の

現状と課題」（講演）【2018 年 10

月 27 日、「平成３０年度 小児等在
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宅移行研修事業 多職種合同研修」、

東京、TKP 東京駅大手町カンファ

レンスセンター】 

30. 「医療的ケアを要する子

どもの在宅・家族の支援」（講義）

【2018 年 12 月 17 日、東京大学】 

31. セッション：「医療的ケア

を必要とする人『暮らし』を支え

る仕組みを考える」にパネリスト

として登壇」【2019 年 2月 9 日「ア

メニティーフォーラム 23」、（滋賀

県大津市）】 

 

岩崎裕治 

1. ◯岩崎裕治、堀江久子、木原肖子、

齊木弘、山本雅章 東京都における重

症心身障害者のグループホーム調査 

日本重症心身障害学会誌;41:347-356, 

2016 

2. ◯岩崎裕治、北住映二、福岡寿、

安藤真知子、谷口由紀子、田村正徳、

村下志保子、等々力寿純、藤野孝子、

堀江久子，重症心身障害児者等の祖団

支援専門員およびコーディネーターの

人材育成プログラムの開発，"重症心身

障害児者の支援者・コーディネーター

育成研修プログラムと普及に関する研

究 平成 27 年度 総括・分担研究報告

書 3-26，2015 

 

3. ◯岩崎裕治. 「重症心身障害に対

する医療・支援の現状」小児保健研究 

73: 240-242. 2014 

 

4. ◯岩崎裕治、山本雅章、斎木博、

木原肖子、堀江久子. ，「重症心身障害

児者得に「準・超重症児」に即したグ

ループホーム等のあり方に関する調査

研究」 「障害支援区分」下での在宅重

症心身障害者の日中活動と、短期入所

ならびにグループホームのあり方に関

する総合的な研究. 公益財団法人 在

宅医療助成 勇美記念財団 研究報告

書，69-85.  2014 

 

5. 田代恵野、◯岩崎裕治，"慢性期の

超重症児 NICU 最前線 日常のギモン

を徹底解説！なぜ？から分かる体温管

理の「べからず」"，ネオネイタルケ

ア ;27:784-788，2014 

6. 山本晃子、岩崎裕治，北住映二、

口分田政夫、西藤武美 月経前緊張症

候群など女性ホルモン周期に関連した

問題，重症心身障害児・者診療・看護

ケア実践マニュアル，180-182，診断と

治療社，2014 

7. 酒井朋子、岩崎裕治，北住映二、

口分田政夫、西藤武美 骨折の原因と

しての骨粗しょう症、骨折予防のため

の薬物療法，重症心身障害児・者診療・

看護ケア実践マニュアル，197-199，診

断と治療社，2014 

8. Y Iwasaki,T Miyanomae 

et al. The Current Situation of 

the Short- Stay Service for 

People with Intensive Medical 
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Care in Japan. 

Bangkok, Thailand, 2017,13-16th, 

November 

2017 IASSIDD 4th Asia-Pacific 

Regional Congress. 

 

 

H 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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